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MTS 日本支部の新執行体制に

なってから、従来の水中ロボット

競技会、海中海底工学フォーラム

ZERO、テクノオーシャンへの後

援に加え、ホームページの整備、

会員情報セキュリティルールの

見直し、日本支部主催講演会の開催、と日本支部の活

動をさらに活性化するための試みを行ってきました。

この間、お忙しい中議論に参加し、様々な建設的提言

や実務にご協力いただいた執行委員各位にこの場を

借りて感謝申し上げます。 

米国本国では各種委員会活動やセミナー等、様々な

サービスが提供されていますが、言葉の違いと時差の

関係で本国のサービスを受けにくい現状から、日本支

部会員数も決して多いとは言えない現状です。さらに、

これまで IEEE OES と共催し、日本人研究者の間で

は人気のあった Oceans から撤退したことで、さらに

MTS と日本人関係者との関わりが少なくなることを

心配しています。 

ただ、国内でも海洋開発プロジェクトへの機運が高ま

っていることから、今後は OTC への参加者を増やせ

るように努力していきたいと考えており、海洋開発プ

ロジェクトに従事されているエンジニアの方には、是

非、ヒューストンの OTC かクアラルンプールで開催

される OTC Asia への参加をお願いします。また、

MTS 日本支部の活動をさらに活発化するため、まだ

会員でない方には、是非会員登録をお願いします。 

日本での海洋開発プロジェクトを海外へ情報発信
し、日本国内の海洋技術関係者の情報交換のネットワ
ークの一つとして、MTS 日本支部を活用して頂ける
ように、引き続き努力していく所存です。皆様のお力
添えを頂きますようお願い申し上げます。 

 

2025 年 10 月 17 日、東京大学大気海洋研究所（柏
キャンパス）講堂において「第 14 回海中海底工学フ
ォーラム・ZERO」が開催され、以下の８件の講演が
行われた。 

MTS 日本支部 支部⾧あいさつ 

第 14 回 海中・海底フォーラム
ZERO 参加報告 
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 トカラ列島の火山について（海洋研究開発機
構・田村芳彦） 

 中央海嶺は呼吸するか－2024 年白鳳丸インド
洋航海－（東京大学大気海洋研究所・沖野郷子） 

 深海巡航探査機「うらしま 8000」の開発（海洋
研究開発機構・中谷武志） 

 Sea Trial Results of Unmanned Underwater 
Vehicle Networking and Beyond（中国科学院・
XU Wen） 

 世界初となる海洋温度差発電の商用化と海洋
深層水の利活用を目指して（㈱商船三井・松岡
哲史） 

 南極 AUV「MONACA」の軌跡－極域探査を目
指す AUV 技術の進展－（日本工業大学・山縣
広和） 

 自律型無人探査機(AUV)の利用実証事業への
参加とその目的（いであ㈱・高島創太郎） 

 深 海 洞 窟 探 査 プ ロ ジ ェ ク ト D-ARK （ ㈱
FullDepth・伊藤昌平） 

（演者の都合により、発表の順序は上記の通りとなっ
た。） 

まず、海）洋研究開発機構の田村芳彦氏からは、ト
カラ列島における火山活動とその地質学的背景につ
いて講演があり、近年活発化している地震活動を踏ま
えた火山フロントの特徴が紹介された。続いて、東京
大学大気海洋研究所の沖野郷子氏からは、白鳳丸によ
るインド洋航海成果をもとに、中央海嶺活動の時間変
動とプレート運動との関係について報告がなされた。
また、海洋研究開発機構の中谷武志氏による「うらし
ま 8000」の開発報告では、国産 AUV が国内初の
8,000m 級潜航に成功した成果が示され、深海探査技
術の着実な進歩がうかがえた。中国科学院の XU 氏か
らは、2020 年に南シナ海で実施された無人潜水機ネ
ットワークの海上試験結果が紹介され、地域測位シス
テムなどを用いた中規模渦の観測等の成果が報告さ
れた。また、有人潜水艇「深海勇士（Shen Hai Yong 
Shi）」による深海考古学や探査においても、有人・
無人の協調技術による探査の可能性が示された。 

さらに、株式会社商船三井の松岡哲史氏からは、沖
縄県久米島における海洋温度差発電（OTEC）の商用
化プロジェクトに関して紹介がされた。再生可能エネ
ルギーとしての海洋深層水利用の可能性や、発電事業
における環境影響評価の取り組みが示され、技術開発
と環境調和の両立という観点からの示唆に富む内容
であった。日本工業大学の山縣広和氏による「南極

AUV MONACA」の講演では、極低温・氷下環境での
無索運用成功に至る技術的工夫や現場での経験が紹
介された。いであ株式会社の高島創太郎氏は、浮体式
洋上風力発電施設に対する AUV 点検実証事業の成果
を報告し、コスト削減や安全性向上に向けた具体的な
技術検証が示された。最後に、株式会社 FullDepth の
伊藤昌平氏からは、「深海洞窟探査プロジェクト D-
ARK」に関する紹介があり、深海洞窟を対象とした生
物多様性調査や ROV を活用した新たな探査手法が示
された。 

本フォーラムでは、トカラ列島の地震活動や中央海
嶺変動など地球科学的視点の講演のほか、深海・極域・
洞窟など多様な環境における AUV 運用や技術開発が
紹介された。さらに、浮体式洋上風力発電施設の点検
実証や OTEC の商用化に向けた取り組みなど、社会
実装を意識した内容も含まれており、研究から応用・
運用までの技術動向を俯瞰できるフォーラムであっ
た。 

海中・海底フォーラム会場の様子 
 

「Techno-Ocean 2025」は、2025 年 11 月 27 日
（木）から 29 日（土）の 3 日間にわたり、兵庫県神
戸市の神戸国際展示場 2 号館などを会場として、「海
といきる – Coexistence with the Ocean –」をテーマ
に開催された。1986 年の初開催から数えて第 20 回目
となる今回は、海洋政策、海洋エネルギー、海洋ロボ
ティクス、人材育成など、海洋分野に関わる多様なテ
ーマについて活発な議論と交流が行われた。なお、
MTS 日本支部は特別協賛として本大会を後援してい
る。 

テクノオーシャン 2025 
概要・参加報告 
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Techno-Ocean 2025 会場 
 
1．基調講演 
大会初日に行われた基調講演では、内閣府総合海洋

政策推進事務局⾧の舟本浩氏より、第 4 期海洋基本
計画等を踏まえた我が国の海洋政策に関する講演が
行われた。また、東京大学名誉教授の高木健氏からは、
経済安全保障重要技術育成プログラム（K Program）
に 関 す る 紹 介 が な さ れ た 。 さ ら に 、 Scottish 
Development International アジア太平洋ディレクタ
ーの Stefan Bengtsson 氏からは、スコットランドに
おける洋上風力発電の開発と海洋計画に関する講演
が行われ、実際の開発経験を通じて得られた知見や課
題について紹介があった。 

基調講演全体を通じて、海洋利用と持続可能性の両
立、さらには国際的な海洋政策・産業動向を見据えた
取り組みの重要性が強く示されていた。 

 
2．パネルセッション 

パネルセッションでは、以下の 6 つのテーマにつ

いて議論が行われ、各分野の第一線で活躍する有識

者が登壇した。 

 PS1 海運 GX の今とこれから  

 PS2 持続可能な水産業のための新たな技術開

発への挑戦  

 PS3 海洋人材育成と獲得のためのリスキリン

グシステムの構築  

 PS4 自律運航船と海上通信網がもたらす海事

イノベーション  

 PS5 浮体式洋上風力発電の展望  

 PS6 日本の資源・エネルギー開発に資する海

洋ロボティクス  

特に、「PS6 日本の資源・エネルギー開発に資す

る海洋ロボティクス」では、第 3 期戦略的イノベー

ション創造プログラム（SIP）「海洋安全保障プラッ

トフォームの構築」の進捗や今後の展望について議

論が行われた。また、2025 年 1 月に国際海底機構

（ISA）第 3 代事務総⾧に就任されたレティシア・

カルヴァーリョ（Leticia Carvalho）氏による基調講

演も行われ、深海域の持続的利用や国際的な海洋ガ

バナンスの方向性について紹介があった。 

各パネルセッションでは、「海といきる」という大

会テーマをベースに、人間活動と地球システムの持

続可能性をどのように両立させるかという視点が共

有されており、海洋分野における分野横断的な連携

の重要性が改めて示されていた。 

 

3．展示会 
展示会場では、94 の企業・団体が出展し、海洋に

関する幅広い技術や取り組みが紹介された。また、出
展者によるプレゼンテーションも 36 件行われ、⾧期
観測、脱炭素、環境モニタリングなどに関する最新技
術が紹介された。 

特別展示では、いであ株式会社のホバリング型
AUV「YOUZAN」、川崎重工業株式会社の多機能型
AUV「SPICE」、日本海工株式会社のアクアドローン
「ロボセン」、株式会社ハマの飛行艇型無人航空機
「HAMADORI6000 試作機」などが展示され、多く
の来場者の関心を集めていた。 

近年の海洋分野では、自律化・省人化・⾧期観測を
支える技術開発が加速しており、本展示会からもその
潮流を感じ取ることができた。 

特別展示された AUV、ドローン、
HAMADORI6000 

 
4．船舶の一般公開 
新港第 4 突堤では、気象庁の海洋気象観測船「凌風

丸」および商船三井テクノトレード株式会社のハイブ
リッド旅客船「HANARIA」の一般公開が実施された。
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来場者が実際の船舶や観測設備に直接触れることが
できる機会となり、海洋観測や海洋技術への理解を深
める場となっていた。 

一般公開された「凌風丸」の外観 

一般公開された「HANARIA」の外観 
 
5．水中ロボット競技会 
ポートアイランドスポーツセンターでは、「水中ロ

ボット競技会」が開催された。大学や研究機関による
シニア部門に加え、小学生向けのジュニア部門も実施
され、会場は大いに盛り上がりを見せていた。 

本競技会を通じて、産学官連携のみならず、次世代
人材の育成も重要なテーマとして位置付けられてい
ることが感じられた。 

水中ロボット競技会会場 
 
 
 

競技会の様子 
 
6．オープンセミナー 
小学生を対象とした「新発見！海の STEAM 授業」

が、JAMSTEC（海洋研究開発機構）により開催され
た。抽選で選ばれた 15 名が、「海の環境」「地震・
防災」「深海調査」について学ぶ機会を得た。 

JAMSTEC では、今後も STEAM 教育を通じて、海
について楽しく学ぶ機会を継続的に提供していく予
定である。 

 
7．おわりに 
Techno-Ocean 2025 では、海洋政策、GX、洋上風

力発電、海洋ロボティクス、人材育成など、多岐にわ
たるテーマについて議論が展開された。特に、海洋利
用と持続可能性の両立を目指す取り組みや、海洋分野
における分野横断的な連携の重要性が強く印象に残
った。 

また、展示会や一般公開、教育イベントなどを通じ
て、専門家のみならず一般市民や次世代人材にも海洋
分野への関心を広げる取り組みが行われていた点も、
本大会の大きな特徴であった。 

次回は「Techno-Ocean 2027」として神戸で開催さ
れる予定である。MTS 日本支部も引き続き特別協賛
として後援を行う予定であり、今後のさらなる発展が
期待される。 

 

NPO 日本水中ロボネット： 
浅川賢一、清水悦郎、石井和男、小澤正宜 

 
下記の 3 件の水中ロボット競技会が、今年度、国内

で開催されました。MTS 日本支部には、これらの水

水中ロボット競技会の開催報告 
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中ロボット競技会に共催あるいは特別協賛団体とし
てご協力いただきました。 
 
◆水中ロボットコンベンション in JAMSTEC 2025 
◆第 10 回水中ロボットフェスティバル 
◆Techno-Ocean 2025 水中ロボット競技会 
 
これらの水中ロボット競技会では、いずれも自ら考案
し制作した水中ロボットを持ち寄り、定められたルー
ルのもとでその性能やアイデアを競いました。ものづ
くりの体験や、失敗と成功の経験、チームワークの大
切さを楽しみながら学ぶ機会を提供するとともに、ワ
ークショップでお互いの水中ロボットを紹介し、技術
交流を行うことにより、海洋に興味を持つ技術者の育
成に貢献することを目指しています。 
◆水中ロボットコンベンション in JAMSTEC は、8
月 23 日（土）～24 日（日）、神奈川県横須賀市にあ
る海洋研究開発機構(JAMSTEC)にて開催しました。
競技会では AI チャレンジ部門、フリー部門、ジュニ
ア部門とビデオ部門を設けています。 

AI チャレンジ部門は、AI 機能を組み込んだ自作の
水中ロボットを用いて自動操縦で風船割を行い、その
性能を競いました。 

フリー部門は、形式に制限がない部門で、自作の水
中ロボットを用いてプールで自由に演技を行い、独創
性や完成度、技術力などを競いました。 

ジュニア部門は、中高生、高専生を対象とした部門
で、新規参加チームや古い機体を所有するチームには、
キットと補修部品および制作マニュアルを提供した。
事前に水中ロボットについて学び、組み立てた状態で
参加してもらい、競技会当日には、講師の指導の下で
水中ロボットを完成させ、プールで空き缶拾いなどの
競技を行いました。 

ビデオ参加部門は、遠方に居住し、現地参加が困難
なチームなどを主な対象としたもので、形式は自由と
し、提出されたビデオにより審査を行いました。 

このように、中学生から大学生・一般社会人までが
それぞれの技術レベルに合わせて参加できるように
構成しています。 

今年の競技会には、41 チーム、199 名が参加しま
した。 
 
◆第 10 回水中ロボットフェスティバルは、8 月 23 日
（土）～24 日（日）、山口県岩国市の岩国海洋環境試
験評価サテライト（*）において、ジュニア部門を実

施したほか、海とロボット川柳コンテストを実施しま
した。（*下記 URL 参照） 
https://www.mod.go.jp/atla/kansouken/files/leaflet_
jp_imets_20221219.pdf 

ジュニア部門は SDGs14「海の豊かさを守ろう」に
貢献すべく、次の２つの課題に取り組みました。 

課題(1) 海洋および海洋資源を保全し、持続可能な
形で利用することテーマにポスター発表を行いまし
た。 

課題(2) 海洋漂流ゴミの回収を模擬した課題に向
けて水中ロボットを製作し、その水中ロボットを操作
し、ゴミ回収の能力を競いました。ロボットの製作の
基礎、ロボットを動作させるためのプログラミングを
事前の講習会で学習してもらいました。 

ジュニア部門には、11 校の高等学校、高等専門学校
から 18 チームのエントリーがあり、75 名の参加者が
ありました。 

川柳コンテストには、ジュニア部門に 45 句、一般
部門に 119 句の計 164 句の応募がありました。 
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◆Techno-Ocean 2025 水中ロボット競技会は、11 月
29 日、兵庫県神戸市の市立ポートアイランドスポー
ツセンターにて、国際海洋コンベンション Techno-
Ocean 2025 の一部門として、シニア部門とジュニア
部門および夢の水中ロボットハガキ絵コンテストを
実施しました。 

シニア部門では、事前に動画を提出してもらい内容
を評価するほか、プールにて決められたゲートを通っ
たり、音響灯台の探索やパネルの映像データを取得す
るなどの課題をこなすことにより得点を競いました。
18 チーム 78 名が参加しました。 

ジュニア部門では小中学生向きの水中グライダー
工作教室と展示会ミニツアー、中高生向きの展示会ツ
アーとワークショップを開催しました。保護者合わせ
て 77 名が参加しました。 

夢の水中ロボットハガキ絵コンテストでは、河川や
湖、ダムなどで働く未来の水中ロボットのアイデアを
募集しました。25 作品の応募がありました。 

これらの水中ロボット競技会の開催にご尽力を頂
いた JAMSTEC, 山口県、岩国市、防衛装備庁、テク
ノオーシャンネットワークを始めとした多くの団体、
官公庁、民間企業、ボランティア、アルバイト等の皆
様に、厚く謝意を表します。 

 
【参考】 
 https://ton25.underwaterrobonet.org/ 
 https://fes25.underwaterrobonet.org/ 
 https://ton25.underwaterrobonet.org/ 
 

海洋調査技術と海洋開発が加速する現在、観測デー
タ処理の自動化や海洋エネルギー開発の生産性向上
は、研究・産業の双方において重要なテーマとなりつ
つあります。 

本講演会では「海洋観測データ処理の革新と 「浮
体式洋上風力開発の実装・量産化」という、今まさに
注目される２つの領域をテーマに、第一線で活躍する
専門家をお招きし開催しました。 

講演会には、約 50 名の産学官の研究者、技術者が
参加され、海洋技術分野に携わる皆さまの知見共有・
交流の場となりました。 
 

基調講演 
松本 さゆり 氏（MTS 日本支部 副支部⾧・港湾
空港技術研究所） 
『MBES データ処理を高速・自動化するシステム
の開発』 

海底地形計測におけるマルチビーム測深（MBES）
の解析・処理工程を効率化し、測量・研究現場で
の活用範囲を大きく広げる最新の自動化手法に
ついて紹介いただいた。 

 
招待講演 

野口 哲史 氏（浮体式洋上風力建設システム技術
研究組合 / 五洋建設株式会社） 
『 浮 体 式 洋 上 風 力 建 設の 量 産 化 に 向 け て  ～
FLOWCON の取り組み～』 

今後のエネルギー戦略の中核として期待される
浮体式洋上風力の建設効率化・量産化に向けた最
新プロジェクト「FLOWCON」の技術展開と実
証課題についてご講演いただいた。 

 
開催概要 

•日時： 2026 年 1 月 21 日（水）15:00–17:00 
 （開場 14:30 ／終了後 17:30～意見交換会） 
•講演会会場： TIME SHARING 大手町（協販商
事ビル 3F） 
 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 2-1-6 
 最寄り駅：竹橋駅・小川町駅・新御茶ノ水駅・淡
路町駅（各徒歩約 6 分） 
•定員５０名（事前登録制） 
•参加申込期限：2025 年 12 月 31 日 
•参加費：4000 円 
•意見交換会：6000 円 

 
MTS-J が主宰する講演会は、以下のような方々有

益な会合として、今後も開催する予定です。 
•海洋調査・測量技術に携わる研究者・技術者 
•洋上風力・海洋構造物に関わる計画・設計・施工
担当者 
•国・自治体・企業の海洋政策・技術導入担当者 
•学生・若手技術者で最新技術動向を学びたい方 

 
 
 
 
 

MTS 日本支部 講演会 2026  
開催報告 

～MBES データ処理と 
浮体式洋上風力の最前線～ 
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MTS が Oceans 運営組織ではなくなった件に関す
るお知らせ 

 
IEEE OES and MTS engaged in an extensive, multi-

year dialogue – including through a joint committee – 
about the future direction and evolution of the 
OCEANS Conference. Through these discussions, it 
became clear that each organization had developed 
distinct visions for the conference’s future. As a result, 
the partnership came to a natural and amicable 
conclusion. MTS remains deeply appreciative of the 
many years of productive collaboration with IEEE 
OES and wishes them continued success. 
 

米テレダイン・マリン社とラトガース大学が開発し
た自律型水中グライダー「Redwing」が、無人での地
球一周航海「Sentinel Mission」を開始。5 年をかけて
世界の海を観測します。MTS（Marine Technology 
Society）も協力機関として参画しています。 
なお、詳細は以下の URL をご覧ください。 
記事：
https://www.marinetechnologynews.com/news/redw
ing-glider-successfully-launched-
654214?utm_source=chatgpt.com 
 

ポートターミナル駅付近からの昼と夜の景色 

会場近くの食堂の定食 
 
編集後記 

新体制となって初めての MTS Japan Newsletter の発行
後、早 1 年が経ってしまいました。コロナ禍が去り、対面で
の会議やシンポジウムが行われるようになり、MTS-日本支
部として、久々に講演会を開催するに至りました。お手伝い
をいただいた方々には、この場をかりて御礼申しあげます。
今年度も同様に講演会開催など実施していこうと思います。
なにわともあれ、MTS-J を支援して下さる方々において、有
益な情報発信の場、さらには MTS（Marine Technology 
Society）への入会者増員を目指して精進していきたいと思っ
ております。特に、若い研究者・技術者などへの情報発信も
今後は考えていこうと思います。引き続き、ご指導・ご鞭撻
のほど、よろしくお願い申し上げます。（古）

 

－ What’s NEW? ≪海外ニュース≫ － 

MTS が Oceans 運営組織ではなくなった 

MTS-J アルバム… 

－ What’s NEW? ≪海外ニュース≫ － 

無人海洋ロボット「Redwing」、5年か

けて地球を巡る壮大な航海へ 

MTS では、米国の海洋科学技術や政策、研究助成・奨学金などの最新情報を提供しており、国際ネットワーク形成にも有用で
す。OCEANS 国際会議の参加費も会員価格になりますので、ぜひご入会ください。 
 MTS 本部 website：https://www.mtsociety.org/ 
 MTS 日本支部 website：https://www.mtsociety-jp.org/ （MTS 日本支部 e-mail：office@mtsociety-jp.org 
 MTS 会員登録関係：https://www.mtsociety.org/membership/new/add.aspx 


